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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

グローバル化、多言 語多文化共生社会、インターネット上 情 報の爆発的増加を 背 景に、異言

語・異文化間コミ ュ ニケーションの仲 介 者としての翻訳者 の 役割は益々重要に な ってい る。

その中で、機械翻 訳 、翻訳支援ツール の 進展、ボランティ ア によるオンライン 翻 訳の普及、

翻訳産業構造のグ ロ ーバル化などを背 景 に、翻訳者をとりま く状況に「革命」が 現在進行中

だという指摘があ る 。本研究の 目的は 、現在の翻訳「革命 」期そして今後求め ら れる翻訳者

コンピタンス（能力 ）を見極め、それを 基にした翻訳者養 成 のコンテンツと方 法 をデリバリ

ー手段（媒体）も含 めて学際的に産学 協 同で検討し、翻訳教 育の新たな方向性 に 貢献するこ

とである。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究【経過・成果】の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

1.  研究者の役割分担  2013年度における各研究者が果たした役割は以下の通りである。  

武田：本研究全体の管理、翻訳者養成について教育者・研究者として知見を共有。 新科

目・合同ワークショップ（ WS）の責任者として、立案・実施・自己点検に従事。  

井口：合同 WSおよび研究会に参加し、翻訳実務者・教育者としての知見を共有。  

影浦：合同 WSおよび研究会に参加し、言語論、自然言語処理の研究者として、研究の方

向性に関する示唆、ボランティア翻訳用プラットフォームの応用に関する知見を共有。  

山田：翻訳実務者・教育者・研究者として、特に翻訳メモリーや翻訳業界の動向につい

て知見を共有。新規科目・合同 WSの立案・実施・自己点検に従事。  

オヘイガン：翻訳テクノロジー研究者・教育者として、テクノロジーと翻訳者養成に関

する包括的視点と世界的動向の情報を提供。新規科目の立案・実施・自己点検に従事。   

ラッセル：合同 WSおよび研究会に参加し、翻訳実務者・教育者として、特に米国の翻訳

専門職大学院について知見を共有。合同 WSの米国側責任者。  

関根：合同 WSおよび研究会に参加し、翻訳プロジェクト管理者、システムエンジニアと

しての知見を共有。  

2．研究会の実施  2013年度、立教大学で研究会を 6回実施した。  

第 1回研究会（ 2013年 6月 17日）：初年度研究成果の自己点検、台湾・オーストラリアの

翻訳大学院調査報告、 2013年度実施の翻訳関連新規科目の確認、大学間合同 WSの計画、

研究成果出版などについて議論。ラッセルはスカイプで、オヘイガンは文書提出で参加。 

第 2回研究会 (2013年 11月 26日 )：  翻訳テクノロジー評価に関する合同 WSの実施後、同 WS

の内容およびスカイプ接続など技術的側面などについて振り返り、次回 WSの計画を立て

た。モントレー国際大学および台湾・輔仁大学はスカイプで参加。  

第 3回研究会 (2014年 1月 18日 )：輔仁大学翻訳通訳大学院責任者の楊承淑教授を迎え、台

湾における翻訳大学院の歴史、カリキュラム、課題などを講義していただき、日本の状

況に照らした議論を行った。  

第 4回研究会 (2014年 1月 26日 )：文芸翻訳に関する合同 WSの実施後、同 WSの内容およびス

カイプ接続など技術的側面などについて振り返り、次回 WSの計画を立てた。モントレー

国際大学はスカイプで参加。  

第 5回研究会（ 2014年 2月 21日）： 2年間の研究活動を振り返り、成果を自己点検するとと

もに、研究成果を出版する計画や今後の研究の方向性を確認した。ラッセルはスカイプ

で、オヘイガンは報告書提出で参加。  

3．翻訳関連新科目の実施  初年度研究の成果と議論に基づき、立教内で翻訳関連の新科

目を 3件立ち上げ、実施した。  

「翻訳・通訳と現代社会」（後期・全カリ）担当：武田、山田 。各方面の翻訳通訳実務

者、ユーザーなどを毎週ゲストスピーカーとして迎え、現代社会の諸相における翻訳通

訳活動を学生と議論した。影浦、井口がスピーカーとして参加。学生アンケートによる

と、学生の好奇心を刺激し、キャリア形成に役立つ情報を提供できた授業と評価 された。 
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研究【経過・成果】の概要 つ づき  

「翻訳テクノロジー論」（前期・異文化コミュニケーション研究科）担当：オヘイガン。

翻訳テクノロジーの変遷、利点と問題点、機械翻訳の原理と評価方法、テクノロジーに

影響される翻訳分野の考察などを扱った 3日間の集中講義。履修・聴講者 11名。学生のコ

メントカードに逐次応えるインタラクティブな内容で、学生から高い 評価を受けた。  

「通訳翻訳教育論」（後期・異文化コミュニケーション研究科）担当：武田。前年度ま

での「通訳教育論」と異なり、翻訳に関心のある学生を取り込めた。特に、語学教育と

翻訳教育の関連性、諸外国の翻訳通訳大学院の状況について活発な議論があった 。最終

レポートも意欲的な内容が多く、翻訳通訳教育に対する学生の関心の高さが伺えた。  

4．大学間合同ワークショップの実施  初年度研究の成果と議論に基づき、合同 WSを実

施した。海外の大学との 3点スカイプ接続、オンライン共有アプリなどを試験的に利用し

た。参加者のアンケート調査では、内容について高い評価を受け、接続 技術面やアプリ

利用でも問題がないという回答を得て、こうした WSの実行可能性を検証できた。  

「翻訳テクノロジー評価」（ 2013年 11月 26日）講師：立見みどり（東洋大学非常勤講師）。

立教、モントレー国際大学、輔仁大学をスカイプ接続し、機械翻訳品質についての各種

評価法を評価するハンズオン演習を実施。参加者は立教、東大、モントレー、輔仁の院

生など 23名。各参加者による評価をリアルタイムで共有し、統計結果をその場で議論で

きる手法が好評を得た。  

「英日文芸翻訳」（ 2014年 1月 26日）講師：辛島デイヴィッド（立教大学兼任講師、東京

国際文芸フェスティバル・ディレクター）。昨年度の研究活動に対する外部からのフィ

ードバックに応え、文芸翻訳 WSを実施。立教、モントレー国際大学をスカイプ接続し、

参加者が事前提出した翻訳（米国小説の一節の日本語訳）をもとに、批評と共同編集を

行った。参加者は立教、東大、モントレーの院生など 12名。活発な議論が展開された。  

5．学会での口答発表、論文など  本研究に関連し各メンバーが積極的に書籍や論文を刊

行し、国内外の学会で発表を行った。（詳細は次ページを参照）  

6．台湾、スペイン、米国における翻訳（通訳）大学院の訪問・調査  武田が 2013年 9月

台湾・輔仁大学、 2014年 3月にスペイン・サラマンカ大学、米国・モントレー国際大学と

メリーランド大学の各翻訳通訳大学院を訪問し、授業見学、担当教員や学生との意見交

換、資料収集を行うとともに、各地で講演を行った。  

7． 2014年度新科目・新シラバスの準備  本プロジェクトの成果と議論をもとに、 2014

年度における新科目の立ち上げ、および既存科目の新シラバスの準備に取り組んだ。  

「翻訳に関わる人々」（前期・全カリ）担当：武田、山田。「翻訳・通訳と現代社会」

の発展的科目として、字幕、文芸、実務の翻訳 3分野に絞り、翻訳者、編集者、プロジェ

クト管理者、依頼者などさまざまな参与者の活動を考察。翻訳演習も組み込んだ新科目。 

「通訳翻訳特論」（前期・異文化コミュニケーション研究科）リーズ大学名誉教授で翻

訳テクノロジーの専門家 Tony Har t l ey氏を迎え、テクノロジーに関する翻訳理論と実践に

焦点を当てた新シラバスの展開。翻訳支援ソフトの選定と準備。  

「通訳翻訳実習１」（前期・異文化コミュニケーション研究科）合同ワークショップ講師

を務めた立見みどり氏を迎え、プロジェクト管理、エディティングなどを現代的ニーズ

に応える翻訳実践に焦点を当てた新シラバスを展開。  

※  この （様式２）に記入の、経過・成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控

え期間等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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文集 .  pp .  1 -13 .  
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O 'Hagan ,  M.  (2013) .  T he  Impac t  o f  New Technolog ies  on  Tra ns la t ion  S tud ies :  A  

techno log ica l  tu rn? .  In  Mi l lán ,  C .  and  Ba r t r ina ,  F .  (eds . ) ,  Rout ledge  Handbook  o f  

Trans la t ion  S tud ies .  London  & New York :  R out ledge .  pp  503 -518 .  

O 'Hagan ,  M .  (2013 ) .  Under s tand ing  f an - t r ans la t ion :  pop  cu l tu re  and  geeks  too  coo l  fo r  

t r ans la t ion  school s? .  Trans la t ion  R igh t  or  Wrong ,  pp230 -245 .  

武田珂代子、山田優、他 5 名著（ 2013）『よくわかる翻訳通訳学』ミネルヴァ書房 .  pp .  

10 -11 ,  14 -15 ,  22 -23 ,  34 -37 ,  43 -45 ,  48 -49 ,  68 -73 ,  76 -86 ,  94 -101 ,  109 -111 ,  114 -115 ,  

122 -123 ,  126 -127 ,  130 -133 ,  156 -163 ,  172 -173 .  

山田優、他 152 名著（ 2013）『異文化コミュニケーション事典』春風社 .  pp .  320 -322 . 
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O 'Hagan ,  M.  (2014) .  “ Fans ,  In te rne t  C rowds  and  Mach ine  Trans la t ion :  The  t rans la t ion  
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3:  Co l labora t ion ,  shar ing ,  par t ic ipa t ion :  t rans la t ion  and  f ree  so f tware  in  the  Web  2 .0  

era  -  Tecno log ie  per  la  Traduz ione ,  J anua ry  24 -25 ,  Fo r l i ,  I t a ly .  

Takeda ,  K.  (2014 ) .  “T rans la t ing  and  In te rp re t ing  a t  t he  Tok yo  Tr i a l  a f te r  WWII” .  Inv i t ed  

speaker  a t  the  6
t h

 Semina r  on  Lega l  T rans la t ion  fo r  In t e rna t iona l  Org an iza t ions ,  March  7 ,  

Unive rs i t y  o f  Sa lamanca .      

Har t ley,  A. ,  影浦峡 ,  Thomas ,  M. ,  内山将夫 .  (2013) .  「共同翻訳を考慮した『翻訳教育

用みんなの翻訳』システム～みんなの翻訳第 4報～」言語処理学会 20回年次大会（ 2013

年 3月 18日）、北海道大学 .  

Har t ley,  T . ,  Kageu ra ,  K. ,  T homas ,  M.  and  U t i yama ,  M.  (2013 ) .“ MNH-TT to  suppo r t  

co l labora t i ve  t rans la to r  t r a in ing” .  日本通訳翻訳学会年次大会（ 2013年 9月 8日）、神田

外語大学 .   

山田優  (2013 ) .「大学・大学院における実務翻訳教育の再考：翻訳初心者に対する機械

翻訳＋ポストエディットの導入の試み」日本通訳翻訳学会年次大会（ 2013年 9月 8日）、

神田外語大学 .   

 


